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失われた自然を取り戻そうと「ゆたかな心地にみどり」を合言葉に

地域住民と共に半世紀にわたり緑化運動を進めてきました。

人々の英知と長年培われた地域力により大地には花が咲き乱れ、

木々はみどりに輝き、中でも桜は15 000本を数えるまでになりました 。

咲き誇る万柔の桜と共にみなさまのお越しをお待ちしております。

新川千本桜

護岸の耐震化に併せて約1,000本の桜を植栽し、

かつて「塩の道」とし、われた新川が

江戸情緒あふれる桜の名所として整備されました。

新川を一望できる火の見櫓や

地域活動に利用で、きる多目的ホール、集会室を備えた

新川さくら館があります。

完成年月日／平成27年3月

延長／3,000m

主な催し／新川千本桜まつ り

新川千本桜健康ウオーキング大会

活動団体／新川千本桜の会

小松川千本桜

小松川千本桜は、荒川 ｜スーパー堤防整備により

生み出された広大なスペースを活用した都市緑地で、

春の訪れとともに1.000本を超える桜を

楽しむことができます。

平成24年には国土交通大臣より
ふるさと

“手づくり郷土賞”を受賞しています 。

完成年月日／平成1 5年3月

開園面積／58,72 1ぱ

延長／1,980m

主な催し／小松川千本桜まつり

小松川千本桜健康ウオーキング大会

活動団体／小松川千本桜を愛する会

江戸川区の音楽文化の向上・発展に寄

与するため創設された「江戸フィル」は、本

年で創立30周年となります。 これまで、地域に

支えられ、演奏レベノレの向上や団の運営基

盤の強化を図ってきました。

春日火に開催する定期演奏会、ご家族、

ご友人、お仲間同士で気軽に音楽を楽し

んでいただけるファミリーコンサートなどを主

な活動としています。

区民に愛されるオーケストラを目指した音

色を、全国のみなさまに届けます。

セレモニーフ。ログラム 412（士）
13:00~ 13:30 I オ一フニングアトラクシヨン（タワ一ホ一yレ船堀5『皆大ホ一ルレ

「江戸川フイルレハ一モニ一オ一ケストラ」

13:45~ 14:05 I 開会セレモニー

14: 15~ 15: 15 I トークショー

さくらさくら和の心 ～美し国・いい風景づくり～
須磨佳津江（すまかつえ／キャスター花と緑のジャーナリスト）

ﾗ 

進士五十八（しんじいそや／東京農業大学名誉教授）

ビデオ「ゆたかな心地にみどり ～まちづくり半世紀の歩み～」上映

15: 15~ 15:30 休憩

15:30 ~ 16: 10 I パ不ノレディスカッション

わがまちの桜とまちづくり ～さくらの下で輝く笑顔～
。コーディオ、ーター／須磨佳津江

。コメンテーター／和田博幸（（公財） 日本花の会主任研究員）

Oパオ、リスト／木村雄二（上野桜守の会運営委員長）

谷川貞夫 （小松川千本桜を愛する会会長）

16: 10~ 16:25 I 次回開催地紹介と代表者あいさつ

茨城県目立市

16:30 1 閉会

17:00~ 交流会（タワーホール船堀2階イベントホール 瑞雲 ・ 平安）
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トークシヨで

さくらさくら和の心～美し国・いい風景づくり～

人は、未来を想、いながら生きています。

自然を大切にし、人を好きになり、生きていきます。

桜を通じて、し、ま、私たちは、

人と人との和の心、人と自然との紳を深めていきたいと努めています。

進士五十八 （東京農業大学名誉教授）

須磨佳津江 （キャスター花と緑のジャーナ似ト）

東京女子大学を卒業しNHKにアナウンサーとして入局した後、結婚を

機にフリーランスとなり、「ニュースの窓」「テレマッフ。」など、 NHKを中心とし

た番組キャスターを務めました。

平成6年より「趣味の園芸」を11年間担当し、「生活ほっとモーニング」

で「須磨住津江の園芸散歩」としづコーナーを持つなど、園芸キャスターと

して知られています。

現在NHKラジオ深夜便アンカーとして、番組内で、花や緑のインタビュー

コーナーを制作しています。

インタピュアー、コーディオ、ータ一、エッセイ執筆、講演と仕事の幅を広

げ、特に日本にオープンガーデンを広めたことで知られています。

（公財）日本花の会で理事を務めるほか、（公財）都市緑化機構、 （－

財）日本花普及センターなどで財団評議員や数々の委員、審査員としても

活躍しています。

農学博士。 （公財） 日本造園学会会長、（公社）日本都市計画学会会

長、日本学術会議会員、自然再生専門家会議委員長などを歴任してきま

した。

現在、社会資本整備審議会臨時委員、 （一社）農あるくらし研究会会

長、 NPO法人日本園芸福祉普及協会会長、 NPO法人美し国づくり協

会理事長、江戸川区景観審議会会長、（公財） えどがわ環境財団評議

員会会長などを務めています。

著書に、 『グリーン・エコライフ』 小学館、 『緑のまちづくり学』学芸出版

社、『日比谷公園J鹿島出版会、 『環境市民とまちづくりぎょうせい出版、

『日本の庭園』 中公新書などがあり、日本造園学会賞、日本農学賞、読売

農学賞、紫綬褒章受章、みどりの学術賞などを受賞してし、ます。
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ノ£オ、ルディスカッション

わがまちの桜とまちづくり～さくらの下で輝く笑顔～

今日からできることを、少しずつでも始めてみませんか。

確かめながら、繰り返しながら、

先を見据えたプランを作り上げていきたいものです。

そこには新しし、取り組みが見えてくるでしょう 。

。コーディネーター／須磨佳津江

。コメンテーター／公益財団法人日本花の会主任研究員 和田博幸

昭和58年に東京農業大学農学部農芸化学科を卒業後、 （財） 日本花の会の職員とな

り、桜の名所づくりや関連調査、試験研究を担当しました。平成12年に樹木医に認定された

後、国指定天然記念物の山高神代ザクラ（山梨県）や大島のサクラ株 （東京都） 、 根古屋

神社の大ケヤキ（山梨県）の調査や樹勢回復に当たってきました。

また、花のまちづくりの調査研究に携わり、国内外の事例を調査しており、全国花のまちづく

りコンクール（農林水産省、国土交通省提唱） では、そのコンセプト、審査基準づ、く りのスタッフ

としても活躍しています。 現在は主に桜の名所づくりと花のまちづくりにおける地域計画や設

計、住民指導と講演会講師などの業務に携わるほか、 NPO、法人東京樹木医フ。ロジ、ェクト、

NPO法人みどり環境オ、ットワーク！（ともに東京都）の両理事を務めるなど、 樹木をはじめとして

身近な植物の大切さや自然との共生の必要性を説し、ています。

。パネリスト／上野桜守の会運営委員長木村雄二

東京・上野が現在のような桜の名所としての道を歩み始めたのは江戸時代の初期のこと。

家康から家光までの徳川将軍三代に仕え、徳川家の菩提寺として上野に寛永寺を建立し

た天台宗の僧、 天海が「江戸庶民が花見を楽しめるようにJc~ 奈良・吉野山から山桜の苗を

取り寄せて山内に植えたのが最初とされています。 上野の桜は、震災、戦災に遭いながらも地

元の協力により植え継がれてきました。 この桜を将来にわたり守り育て、より魅力あるものにして

し、くために、地域住民が中心となり、東京都・台東区とともに平成18年に上野桜守の会を立

ち上げました。 地域の企業、個人からの支援を受けながら、約50名の会員が年聞を通して桜

の手入れ、案内板の設置、伐採枝の活用など、様々な活動を行っています。

J民

。パネリスト／小松川千本桜を愛する会会長谷川貞夫

「小松川千本桜を愛する会」は、地域の住民が「全国に誇れる桜の名所

にしよう」とし、う心意気で平成16年12月に設立しました。

地域全体で桜を育てていく仕組み「桜のパートナー制度」を導入し、 地域

住民が施肥活動をする「千本桜育樹大会」や、お花見を楽しめる環境整備

「千本桜清掃活動」などを実施しています。 さらに、各種団体の協力・参加によ

る「小松川千本桜まつり」を開催するなど、地域コミュニティ形成の一役を担っ

ています。 平成27年には10周年を記念して 「小松川千本桜音頭」を披露

し、 地域の行事で、大勢が踊っています。
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現地見学会 413 （日）
花びらと水面が織りなす、美しさに出会う 。 江戸川区が誇る美い、桜並木をご堪能ください。

2つのコースをご用意しています。

［小松川千本桜～新 JII 千本桜コースl
9:00 1 船堀駅南口トキビル前広場集合・・・・・えどがわ特産市〈買い物〉・・・・・小松川千本桜まつり

新川千本桜まつり・・・・ ・ 13:30 ） 葛西臨海公園駅解散〈自由見学〉

（新川千本桜～小松川千本桜コース
9:00 J 船堀駅南口トキビノレ前広場集合・・・・・えどがわ特産市〈買い物〉・・・・・新川千本桜まつり

・小松川千本桜まつり・・・・・ 13:30 ＞ 葛西臨海公園駅解散〈自由見学〉

町吋腎守一寸閥：d 園込 隔？~「 ーで一戸

各千本桜まつり会場では模擬店ーなどで飲食物を販売します。

各コースは天候や道路状況などにより行程に変更が生じる場合があります。 予めご了承ください。

えどがわ特産市 412（土）～3c日）
船堀駅南口卜キビル前広場

江戸川区が誇る地元農産物、江戸川区商店街連合会、

長野県安曇野市（友好都市）、山形県鶴岡市（友好都市）、

新潟県南魚沼市からの自慢の特産品を揃えてお待ちしております。

さくら写真展 3119c土）～ 41lOc日）
野寺治孝写真展「えどがわの桜」会場／タワーホール船堀1 階

同時開催

伝統工芸を楽しむ三日間

4月 1 日（金）～3日（日）
タワーホール船堀1 階

江戸川区の匠による伝統工芸品の

実演と販売を行し、ます。

昭和33年、千葉県浦安市生まれ。 本郷高校デザイン科、日活TV映画芸術学院卒業。 広告デザイナーを経

て、昭和59年にニューヨークを撮った作品をポストカードとして製作販売したことを機にフ。ロの写真家となりました。

平成3年「スローハンド・野寺治孝写真事務所」を設立。 雑誌、写真展、講演などを中心に活躍していま寸。

著書： 『結婚のず、っと前日結婚へつづく道』二見書房、 『boatJ 栄久堂ほか。

作品 ：松任谷由実コンサートパンフレット、 CDジャケット、 DVDカバーほかc
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あなたをもてなす桜の名所

15,000本の桜がみなさまをお待ちしています。

6小松川千本桜

えどがわ桜守の活動 言哲男~！；出2在）
えどがわ桜守は、四季を通して江戸川区の

桜を見守り、育て、広めています。 講座や講

習会などで学んだ知識を活かし、それぞれの

地域で活躍しています。
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参加お申し込みのご案内 ( 

［申込方法］

別刷の「お申し込みについて」をご覧の上、申込書

に必要事項を記入し、（株）JTBビジオ、スオ、ットワー

クまでお申し込み（FAX· 郵便）くださし、。 （本大会

の受付業務を、同社に委託しております。）

｛会場・参加費用］

シンポジウム

入チf i，古lし A五、

参加費無料
タワーホーノレ船堀

･6000 

申込期限／2016年2月 29日（月）まで
現地見学会 参加費無料 小松川千本桜・新川千本桜

会場へのアクセス

・公共交通機関をご利用の場合

。電車をご利用の場合

0都営新宿線「船堀」駅下車、徒歩約l分

都営新宿線

新宿
...... . .... 
馬喰
横山

’ 乗換約2分
＿＿＿＿........ 馬喰町

北口........ 
徒歩約1 分

’.............-- ．都営新宿線「船堀」駅まで
東京 ；；武線快速 都営新宿線「新宿」駅川3州問問21分）

JR「東京」駅より約21分 （乗り換え時間約2分含む／快速利用で約15分）

。パスをご利用の場合

0都営パス「船堀駅前J下車、徒歩約1分

．新小岩駅前より都営パス「新小21系統西葛西駅前行き」乗車

・西葛西駅前より都営パス「新小21系統新小岩駅前行き」乗車

・葛西駅前より都営パス「錦25系統錦糸町駅前行き」乗車

．葛西駅前より都営パス「葛西24系統船堀駅前行きJ乗車

※電車からパスに乗り換える場合、 JR総武線（快速）「新小岩」駅または東京メトロ東西線「西葛西」「葛西J駅で、乗り換え

・自動車をご利用の場合

駐車場は地下1階に74台、地下2階に87台。 車椅子など空間が広く必要な方のための駐車スペースもございます。

（利用時間／8:30～22:00、料金／最初の1時間200円、以後1時間ごとに100円増）
・1‘ ／'7tミ

‘F ” 

参加申込・交通・宿泊

旅行代理店連絡先受付業務／ （株） JTBビジオ、スオ、ットワーク 「2016全国さくらシンポジウムin江戸川」係
干170-0013 東京都豊島区東池袋3-23-14 ダイノ、ツ・ニッセイ池袋ピノレ7階

ffQ3-5949-1353 FAX.03 5396-8143 
・営業時間／平日9:30～17:30 ・休業日／土日祝日 12月 29日～1 月3 日

観光庁長官登録旅行業第64号（株）ジェイティーピ一代理業東京都知事登録旅行業者代理業第10718号

総合旅行業務取扱管理者：中根 三千郎

※旅行業務取扱管理者とは、お客様の旅行を取扱う営業所での取引責任者です。

ご旅行の契約に関し担当者からの説明にご不明な点がありましたら、ご遠慮なく上記の旅行業務取扱管理者にお問い合わせください。

お問い合わせ

2016 全国さくらシンポジウム in 江戸川実行委員会事務局
ff03-5662-6738 F AX.03-3652-1550 干132-0021 東京都江戸川区中央1-3-13 中里ピル内

midori@edogawa-kankyozaidan.jp 

・主催／2016全国さくらシンポジ、ウムin江戸川実行委員会、公益財団法人日本花の会 ・共催／江戸川区、公益財団法人えどがわ環境財団

・後援／国土交通省関東地方整備局荒川下流河川事務所、東京都建設局東部公園緑地事務所、公益財団法人東京都公園協会、公益社団誌人日本造園学会

一般社団法人日本樹木医会、株式会社読売新聞東京本社、株式会社東都よみうり新聞社、］：COM江戸川、株式会社エフエム江戸川

※本大会は、公益社団法人日本造園学会の造園CPD認定プログラム（予定）、 樹木医CPD認定プログラム（予定）です。

掲載された内容は変更になる場合があります。


